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　10月10日、御所浦町の御所浦小学校グラウンドで～めざせ み

んなで 一致団結！～を大会テーマに「第33回御所浦町民体育祭」

が開催されました。写真は、地区代表の男・女各10人の選手が

息をあわせて縄を跳ぶ“みんなでジャンプ”。見守る観客からは、

大きな声援が送られました(詳細は14ページに関連記事)。

「一致団結して“みんなでジャンプ”」



　

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
心
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動

す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

11
月
11
日
か
ら
同
17
日
ま
で
は
『
税
を
考
え
る
週

間
』
で
す
。
こ
れ
は
、
税
の
仕
組
み
や
目
的
な
ど
を

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、「
税
の
ゆ
く
え
」「
パ
ー
ト
と
税
」「
夫

婦
と
税
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
豊
か
で
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
身
近
な

と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
に

お
い
て
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
公

立
学
校
の
児
童
・
生
徒
一
人
当
た
り
に

対
し
て
、
多
く
の
年
間
教
育
額
（
下
表

参
照
）
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

税
の
ゆ
く
え 

〜
社
会
に
い
き
る
税
〜

　

扶
養
す
る
人
が
い
な
い
場
合（
単
身
）

で
パ
ー
ト
な
ど
を
し
て
い
る
と
き
は
、

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

パ
ー
ト
と
税

【
パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
税
】

【
配
偶
者
控
除
と

　
　
　
　
配
偶
者
特
別
控
除
】

■公立学校の児童・生徒１人当たりの年間
教育額（平成18年度）
•小学生　　　　　　83万3,000円
•中学生　　　　　　95万2,000円
•高校生（全日制）　 93万2,000円

■私たちの生活や安全を守るための
　　　　　　警察・消防費（平成19年度）
　・・・・・・・・・・・・・・・５兆1,943億円
※国民１人当たり約４万700円

■市町村のゴミ処理費用（平成19年度）
・・・・・・・・・・・・・・・・２兆1,305億円
※国民１人当たり約１万6,600円

■国民医療費の公費負担額（平成18年度）
・・・・・・・・・・・・・・・12兆1,274億円
※国民１人当たり約９万4,900円

ご存じですか、税のゆくえ ～身近な財政支出（国と地方公共団体の負担額の合計額）～

38万円
36万円
31万円
26万円
21万円
16万円
11万円
6万円
3万円

33万円

31万円
26万円
21万円
16万円
11万円
 6万円
 3万円

103万超　   105万円未満
105万以上　110万円未満
110万以上　115万円未満
115万以上　120万円未満
120万以上　125万円未満
125万以上　130万円未満
130万以上　135万円未満
135万以上　140万円未満
140万以上　141万円未満

パートの年収
配偶者特別控除額
住民税 所得税

夫
婦
と
税

　

夫
婦
が
共
に
働
い
て
い
る
場
合
、
例

え
ば
、
妻
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て

い
る
と
き
な
ど
、
夫
婦
に
と
っ
て
気
に

な
る
の
が
収
入
と
税
金
の
関
係
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住

宅
や
道
路
の
整
備
、
安
全
の
確
保
に
欠

か
せ
な
い
警
察
・
消
防
な
ど
の
活
動
に

も
い
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た
ち
に
と

っ
て
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る
い
わ
ば

「
会
費
」
で
あ
り
、
正
し
い
申
告
と
納

税
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

パ
ー
ト
収
入
は
、
給
与
所
得
と
な
り

ま
す
の
で
、
年
収
が
93
万
円
（
所
得
額

28
万
円
）
を
超
え
る
と
、
住
民
税
が
か

か
り
ま
す
（
扶
養
す
る
人
が
い
な
い
場

合
）。
ま
た
、
こ
の
収
入
金
額
が
１
０

３
万
円
を
超
え
る
と
所
得
税
も
か
か
り

ま
す
（
所
得
控
除
が
基
礎
控
除
以
外
な

い
場
合
）。　

　

な
お
、
外
交
員
、
集
金
人
、
検
針
員

な
ど
の
報
酬
や
内
職
に
つ
い
て
は
、
パ

ー
ト
収
入
と
は
異
な
る
計
算
方
法
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

夫
に
所
得
が
あ
り
、
妻
に
パ
ー
ト
収

入
が
あ
る
場
合
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

夫
は
妻
の
収
入
に
応
じ
て
次
の
と
お
り

配
偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者
特
別
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
配
偶
者
控
除
は
、
妻
の
パ
ー
ト
に
よ

る
年
収
が
1
0
3
万
円
ま
で
で
あ
れ

ば
受
け
ら
れ
ま
す
（
控
除
額
は
所
得

税
で
は
38
万
円
、
住
民
税
で
は
33
万

円
）。

②
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
妻
の
所
得
に

よ
っ
て
控
除
額
が
調
整
さ
れ
ま
す

が
、
パ
ー
ト
の
年
収
が
1
0
3
万
円

を
超
え
1
4
1
万
円
未
満
で
あ
れ
ば

受
け
ら
れ
ま
す
（
控
除
額
は
下
表
参

照
）。

　
　

た
だ
し
、
夫
の
合
計
所
得
が
１
、

０
０
０
万
円
を
超
え
る
年
に
は
同
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者

特
別
控
除
を
受
け
る
要
件
と
、
健
康
保

険
の
扶
養
要
件
と
は
基
準
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
自
身
が
加
入
さ
れ
て
い
る

健
康
保
険
の
担
当
者
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

共
働
き
の
夫
婦
の
収
入
と
税
金
の
関

係
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
天
草
税
務
署

☎
㉒
２
５
１
０
ま
た
は
市
役
所
本
庁
・

市
民
税
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
・
市
民
税
課
市
民
税
係

☎
㉓
1
1
1
1 

内
線
1
1
4
3

を
考
え
る
週
間

税
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で

税
　
情
　
報

 

租
税
教
室

　

天
草
税
務
署
で
は
、
各
地
区
や
各
種

団
体
、
給
与
所
得
者
や
児
童
・
生
徒
な

ど
を
対
象
に
、
租
税
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
内
容
や
日
程
に
あ
わ

せ
て
、
税
務
署
の
職
員
ま
た
は
税
理
士

が
講
師
と
し
て
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
夜
間
で

も
結
構
で
す
）。

※
希
望
す
る
場
合
は
、
天
草
税
務
署
☎

　

㉒
２
５
１
０
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

年
末
調
整
説
明
会

　

12
月
は
、
給
与
な
ど
に
か
か
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。
毎
月

の
給
与
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
一
年
間
の
合
計
額
と
、
そ
の
年

の
給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
は
一

致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の
過
不

足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の

手
続
を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年
末
調

整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税
を
完
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
年
末

調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料
な
ど
の

申
告
を
正
し
く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

天
草
税
務
署
で
は
、
次
の
日
程
で
年

末
調
整
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

▼
日
程
＝
11
月
18
日
㊌
午
後
２
時
〜
同

４
時
、
牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
。
11
月

19
日
㊍
午
前
10
時
〜
正
午
と
午
後
２

時
〜
同
４
時
、天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
。

※
詳
細
は
、
天
草
税
務
署
☎
㉒
２
５
１

０
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

「
税
を
考
え
る
週
間
」　

　
　  

　
　
　
記
念
講
演
会

　

天
草
地
区
税
務
協
力
団
体
長
連
絡
協

議
会
で
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
に

あ
わ
せ
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
中
学
生
や
高
校
生
か
ら

募
集
し
た
税
に
関
す
る
作
文
の
入
賞
者

の
表
彰
・
発
表
も
実
施
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。

▼
と
き
＝
11
月
17
日
㊋
午
後
１
時
30
分

〜
同
３
時
30
分
。

▼
と
こ
ろ
＝
天
草
信
用
金
庫
本
店
・
５

階
ホ
ー
ル
（
太
田
町
）。　

▼
演
題
＝「
生
き
て
る
間
は
自
分
を
育

む
た
め
に
」。

▼
講
師
＝
外
園
一
人
氏
（
神
戸
女
子
大

学
名
誉
教
授
）。

※
詳
細
は
㈳
天
草
法
人
会
事
務
局
☎
㉔

４
３
３
９
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

図
書
館
の
事
業
っ
て

　
　
　
　 

な
に
が
あ
る
の
？

こ
ん
な
こ
と
も
し
て
い
ま
す
！

　

図
書
館
の
主
な
仕
事
は
図
書
の

管
理
で
、
こ
れ
を
専
門
に
行
う
職

業
が
司
書
で
す
。
本
市
で
は
、
常

勤
・
非
常
勤
を
合
わ
せ
て
７
人
が

司
書
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
本

や
資
料
な
ど
を
購
入
し
て
登
録
し

た
り
、
ま
た
、
ど
う
し
た
ら
市
民

の
皆
さ
ん
に
利
用
し
や
す
い
図
書

館
に
な
る
の
か
を
、
中
心
に
な
っ

て
考
え
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
は
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
い
年
代
の
人
に
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
内
外
か

ら
も
研
究
や
勉
強
の
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
来
館
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
か
ら
離
れ
て
い
る
地
域

や
学
校
に
は
移
動
図
書
館
車
で
巡

回
・
配
本
を
し
て
お
り
、
平
成
22

　秋の読書週間は、10月
27日～ 11月９日です。こ
れにちなみ、市立図書館で
は全館協力のもと、12月
に『子ども読書フェスティ
バル』を開催します。
　今回は、絵本作家の長谷
川義史氏を招いて行いま
す。詳細は、11月15日号
の「市政だより天草」おし
らせ版（予定）をご覧くだ
さい。

▼と　き＝12月19日㊏
　　　　　午後１時から

▼ところ＝天草市民センター・展示ホール

※市民センター前
・蔵書数：108,572冊
・利用冊数：168,161冊
・利用者数：のべ48,148人
（午前９時～午後６時、土・日曜日は午後５時）

※御所浦小学校横
・蔵書数：38,729冊
・利用冊数：7,497冊
・利用者数：のべ2,566人
（午前９時～午後５時）

※牛深総合センター２階
・蔵書数：31,309冊
・利用冊数：30,595冊
・利用者数：のべ9,820人
（午前９時～午後５時）

※コレジヨ館２階
・蔵書数：41,273冊
・利用冊数：23,275冊
・利用者数：のべ6,549人
（午前９時半～午後６時）

中央図書館 ☎㉓7001 御所浦図書館 ☎673931

牛深図書館 ☎734191 河浦図書館 ☎760388

年
度
に
は
、
河
浦
・
牛
深
の
図
書

館
車
が
新
し
く
な
る
予
定
で
す
の

で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

●
図
書
館
で
は
定
期
的
に
「
お
は

な
し
会
」
を
開
い
て
お
り
、（
中

央
：
毎
月
第
３
土
曜
日
、
牛
深
：

季
節
ご
と
、
河
浦
：
毎
月
第
３

日
曜
日
、
御
所
浦
：
毎
月
第
２

土
曜
日
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
中
学
校
や
高
校
、
大
学
か
ら
の

職
場
体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
将
来
司
書
と
し
て
活
躍
す

る
生
徒
や
学
生
も
、
少
な
く
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

●
移
動
図
書
館
車
で
、
地
域
や
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

な
ど
を
巡
回
し
、
貸
し
出
し
や

配
本
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
併

し
て
か
ら
は
、
巡
回
場
所
や
借

り
ら
れ
る
本
の
種
類
も
増
え
、

利
用
者
か
ら
は
た
い
へ
ん
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

●
保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

〝
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
〞へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
職
場

体
験
で
も
生
徒
が
参
加
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
赤
ち
ゃ
ん
と
交
流
し
て

い
ま
す
が
、
絵
本
を
通
し
た
ふ

れ
あ
い
に
と
て
も
感
動
し
て
い

ま
す
。

●
年
に
２
回
読
書
週
間
が
あ
り
、

そ
の
期
間
に
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
４
月
の
子
ど
も
読
書

の
日
の
「
お
た
の
し
み
会
」
は

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
お
り
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
紙
芝
居
、

本
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
独
自
の
お
は
な
し
会
だ

け
で
な
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
読
書
会
へ

の
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

　
　

利
用
者
が
読
み
た
い
本
を
探

し
た
り
、
調
べ
も
の
を
す
る
お

手
伝
い
を
し
た
り
し
ま
す
。
職

員
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■
郷
土
資
料
収
集

　
　

市
内
や
県
内
に
関
す
る
資
料

を
、
積
極
的
に
収
集
し
て
い
ま

す
。
地
元
の
人
だ
け
で
な
く
、

市
外
・
県
外
、
最
近
で
は
外
国

の
人
も
研
究
の
た
め
に
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

■
回
送
サ
ー
ビ
ス

　
　

中
央
・
牛
深
・
河
浦
の
間
で

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
本
を
、
最
寄

り
の
図
書
館
で
貸
し
出
し
や
返

却
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
御

所
浦
・
五
和
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
も
11
月
か

ら
利
用
で
き
ま
す
。

■
相
互
貸
借

　
　

市
内
の
図
書
館
に
な
い
本

を
、
市
外
か
ら
取
り
寄
せ
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
送
料
は
か
か
り

ま
す
が
、
年
々
利
用
が
増
え
て

お
り
、
絶
版
本
も
利
用
で
き
る

の
で
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

コ
ー
ナ
ー
設
置

　
　

乳
幼
児
向
け
の
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
用
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
登
録
カ
ー
ド

は
０
歳
か
ら
作
れ
る
の
で
、
子

ど
も
の
カ
ー
ド
も
作
っ
て
た
く

さ
ん
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
図
書
館

☎
㉓
７
０
０
１
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
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子ども読書
　　　フェスティバルのお知らせ

休館日は全館ともに
月曜日・祝日・年末年始

▲長谷川義史氏
開 

館 

時 

間

休 

館 

日

①有明町民センター
☎531111

②棚底公民館
（倉岳町）
☎643111

④新和町民センター
☎462111

⑤五和町コミュニ
　ティセンター
☎322101

③栖本町公民館
☎662293

⑥高浜公民館
（天草町）
☎421111

午前８時30分から
午後５時15分まで

土・日曜日、祝日
年末年始（12月29日～１月３日）

日・月曜日、祝
日、年末年始
（12月29日～
１月3日）

土・日曜日、祝
日、年末年始
（12月29日～
１月３日）

土・日曜日、祝日、
年末年始（12月29
日～１月３日）。た
だし、第２土曜日と
第４日曜日は開館

□各図書室の開館時間と休館日

なし（土・日曜
日、祝日は当直
の職員が対応）

午前９時から
午後５時15分まで

午前８時30分から
午後５時15分まで
（午後５時15
分以降は当直の
職員が対応）

午前９時から
午後４時まで

午前８時30分から
午後５時15分まで
（火・木曜日は
公民館の管理員
が対応）

午前９時から
午後５時まで

※各図書室についての詳しいことは、教育委員会事務局各分室へお尋ねください。

①

②③
④

⑤

⑥

市内の図書館

　図書館には、一般書や児童書、絵本、紙
芝居、郷土資料、新聞、雑誌などさまざま
なものがあります。26万冊あまりの蔵書
などを、４つの図書館と６つの図書室で管
理し、市民の皆さんに利用していただいて
います。



　地デジ対応テレビを購入し、接続しても電波
を受信できない場合があります。
　この場合は、主な要因として次のものが考え
られます。
①山間地などの地理的要因による場合。
②宅内の配線に問題がある場合。
③ビルの影などによる電波障害による場合。

　地理的条件により、地デジ放送が受信できな
い地域においては、戸別に高性能アンテナを設
置されるか、または共同受信施設の設置やケー
ブルテレビへの加入（サービスが開始されてい
る地域のみ）により対策を行うこととなります。
①共同受信施設の設置や改修
　　新たに難視聴地区となる地域やすでに設置

　経済的な理由で、日本放送協会（ＮＨＫ）の
受信料が全額免除の世帯を対象に、総務省が簡
易チューナーの無償給付などの支援を行いま
す。平成21年８月末時点で、すでにＮＨＫの
放送受信料の全額免除を受けている世帯に対し
ては、ＮＨＫから申込案内がある予定です。
※申込方法などの詳細は、総務省地デジチュー
ナー支援実施センター☎ 0570-033840ま
たは ☎044-969-5425（平日＝午前９時～
午後９時：土・日曜日、祝日＝午前９時～午
後６時）へお尋ねください。
　なお、ＮＨＫ受信料が全額免除になるのは、
次のいずれかに該当する世帯です。

　①生活保護などの公的扶助を受けている世
帯。

　②身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保
健福祉手帳のいずれかを持っている人で、
さらに世帯全員が市町村民税非課税措置を
受けている世帯。

　③社会福祉事業施設に入所していて、みずか
らテレビを持ち込んでいる世帯。

※該当する人で、受信料がまだ免除になってい
ない人は、ＮＨＫ視聴者コールセンター☎
0570-000588または☎ 044-871-8441（平
日＝午前９時～午後９時：土・日曜日、祝日
＝午前９時～午後６時）へお尋ねください。

　テレビの調査や工事を口実にし料金を不正に請求したり、総務省やテレビ局などの関係機関の
職員をかたって、切り替え手数料などを架空請求するといった悪質な事例が発生しています。こ
のような請求を受けた場合は絶対に支払わず、すぐに警察へ連絡してください。
　地上デジタル放送への切り替えで、総務省やテレビ局、その他の関係機関がお金を請求するこ
とは一切ありません。

　現在使用しているテレビを、地デジ対応のテレビに買い換えた場合、不要となるテレビは家電リ
サイクル法に基づき、購入店または電器店などで適正に処理してください。

　まずは、お近くの電器店や家電量販店などへ
相談してください。
　このほか、総務省地デジコールセンター☎
0570-07-0101または☎03-4334-1111（平
日＝午前９時～午後９時：土・日曜日、祝日＝
午前９時～午後６時）へお尋ねください。

されている共同受信施設において、同施設を
新設または改修する場合は、費用の一部を助
成する制度があります。

②ケーブルテレビへ加入する場合
　加入方法などの詳細は、天草ケーブルネット
ワーク㈱☎㉒1311へお尋ねください。

　通信や放送などに使える電波は無限ではな
く、ある一定の周波数に限られており、現在の
日本では、使用できる周波数に余裕がなく過密
な状態になっています。
　そこで、デジタル放送へ移行することにより、
不足していた周波数に余裕ができ、電波が有効
に使えるようになります。現代の生活のなかで
最も身近な「テレビ」もデジタル化によって、
今までにない多様なサービスが実現できます。
　デジタル放送では、デジタルハイビジョンの

高画質・高音質番組に加えて、双方向サービス、
高齢者や障がいのある人にやさしいサービス、
暮らしに役立つ地域情報などが提供されます。
　また、デジタル化により、大幅にチャンネル
を減らすことができ、空いた周波数を他の用途
への有効利用が可能になります。例えば、救急
患者の映像情報を救急車と病院でやりとりする
といった、安心・安全な生活を保護するための
通信情報などに使えるようになります。

　各戸において受信している中継局が、地デジ
放送を開局していることが前提となります（詳
細は、右欄をご覧ください）。
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　現在のテレビ（地上アナログ）放送は、平成23年７月24日までに終了し、地上デジタル放
送（通称「地デジ」）に完全移行しますので、地デジを受信する準備が必要です。

【問い合わせ先】本庁・環境課環境政策係☎㉓1111（内線1281）
牛深支所・環境課環境係（牛深クリーンセンター内）☎725541 ／その他の支所・市民生活課市民生活係

平成23年７月24日までに　平成23年７月24日までに　

どうしてデジタル化するの？

地上デジタル放送を見るには

通常はそのまま受信でき
ますが、調整や交換が必
要な場合もあります。

アンテナの取り替えが
必要です。

電器店・家電量販店へご相談ください。
必要な場合は、アンテナ工事も依頼してください。

すでに開局している中継局
・熊本局・水俣局・牛深局
・牛深魚貫局・新和局

平成21年に開局予定の中継局

平成22年に開局予定の中継局

地デジ対応のデジタルテレビに買い換えるか、今
お使いのアナログテレビ（ブラウン管テレビなど）
にデジタルチューナーを接続してください。

②ケーブルテレビでご覧の場合
　●ケーブルテレビ会社へご相談ください。
③共同受信施設に加入してテレビをご覧の場合
　●施設の改修などが必要な場合がありますので、
　共同受信施設の管理者（組合長など）へ確認し
　てください。

④マンション・アパートなどの集合住宅でテレビを
ご覧の場合

　●建物全体で共同受信している場合がありますの
　で、管理者へ確認してください。

①アンテナでテレビをご覧の場合
　●アンテナの種類を確認してください。

ＵＨＦアンテナがある ＶＨＦアンテナのみ

⬇ ⬇

⬇

地デジ放送が受信できない場合は？

山間地などの地理的要因により地デジ放送が受信できない地域

地デジ移行に支援があります

悪徳商法にご注意！

不法投棄の禁止！

熊本

水俣牛深

牛深魚貫

新和

本渡本町本渡北
有明上津浦

栖本

宮田

倉岳

本渡

苓北

※総務省報道資料より

天草
﨑津

河浦

牛深浅海

牛深内の原

牛深真浦牛深須口

御所浦

御所浦嵐口

アナログ放送は終了しますアナログ放送は終了します



▼
天
草
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│

新
た
に
就
労
支
援
員
及
び
理
科
支
援

員
に
係
る
報
酬
額
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
。

▼
天
草
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
改
定

す
る
も
の
。

▼
天
草
市
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│

雇
用
促
進
住
宅
新
和
宿
舎
を
市
が
取

得
し
一
般
住
宅
と
し
て
管
理
す
る
も

の
。

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に

つ
い
て
│
│
交
通
事
故
に
係
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
の
額
を
決
定
す
る
も

の
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

│
│
御
所
浦
支
所
庁
舎
等
新
築
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

▼
同
│
│
佐
伊
津
地
区
集
落
排
水
（
汚

水
・
雨
水
）
施
設
整
備
そ
の
14
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

▼
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
（
２
件
）

│
│
不
当
利
得
返
還
請
求
権
差
押
え

に
係
る
支
払
の
請
求
に
つ
い
て
、
訴

え
を
提
起
す
る
も
の
。

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
│
│
土

地
改
良
法
に
基
づ
く
区
画
整
理
事
業

（
五
和
町
御
領
南
地
区
）
に
係
る
字

の
区
域
の
変
更
を
行
う
も
の
。

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
│
│
認

定
す
る
路
線
・
３
路
線
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
│
│
市
の
一

般
住
宅
と
し
て
利
用
に
供
す
る
た

め
、
共
同
住
宅
（
雇
用
促
進
住
宅
新

和
宿
舎
）
を
取
得
す
る
も
の
。

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）│
│
国
の
地
域
活

性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

に
伴
う
事
業
費
な
ど
、
歳
入
歳
出
の

予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
８
億
１
、７

５
９
万
５
千
円
を
増
額
し
、
５
４
３

億
５
、１
５
７
万
２
千
円
と
す
る
も

の
。

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
老
人
保
健
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）│
│
赤
潮
被
害
対

策
に
伴
う
事
業
費
を
、
歳
入
歳
出
の

予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
、０

６
７
万
６
千
円
を
増
額
し
、
５
４
５

億
８
、２
２
４
万
８
千
円
と
す
る
も

の
。

▼
地
方
自
治
体
の
財
源
確
保
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

▼
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対
、
農
家
経
営
の
危

機
打
開
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

▼
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
存
続
及
び
港

町
活
性
化
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

│
│
平
成
21
年
度
天
草
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）│
│
災
害
復

旧
に
係
る
農
業
施
設
や
公
共
土
木
施

設
の
測
量
設
計
委
託
料
を
、
歳
入
歳

出
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
、０

０
０
万
円
を
増
額
し
、５
３
５
億
３
、

３
９
７
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
７
件
）│
│
委
員
に
次
の
皆
さ
ん
を

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
。
本
多
祐
子

氏
（
川
原
町
８
番
９
号
）、
河
内
大

成
氏
（
有
明
町
下
津
浦
３
４
２
２
番

地
）、
柴
田
久
美
子
氏
（
有
明
町
上

津
浦
１
１
１
０
番
地
）、
盛
田
政
文

氏
（
有
明
町
須
子
１
０
７
３
番
地
）、

山
﨑
昭
次
氏
（
倉
岳
町
宮
田
２
５
０

８
番
地
）、
濵
田
國
秀
氏
（
天
草
町

高
浜
南
２
７
２
７
番
地
２
）、
斉
藤

千
鶴
子
氏
（
河
浦
町
河
浦
１
０
７
５

番
地
１
）。

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
ほ
か

19
件
）。

▼
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
見

直
し
に
関
す
る
請
願
書

▼
公
有
地
の
払
い
下
げ
に
関
す
る
請
願

書
▼
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対
、
農
家
経
営
の
危

機
打
開
を
求
め
る
請
願
書

▼
国
の
制
度
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
と
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を

求
め
る
請
願
書

▼
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

（
２
件
）│
│
交
通
事
故
に
係
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
第
１
８
０
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
。

▼
平
成
20
年
度
決
算
に
係
る
財
政
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の

報
告
に
つ
い
て
（
詳
細
は
、
12
月
１

日
号
の
「
市
政
だ
よ
り
天
草
」
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

※

詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
総
務
課
総

務
法
制
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
２

１
４
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

 　

 　
　

  　
　
　
　

29
議
案
を
議
決

　

平
成
21
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
９
月
１
日
か
ら
18
日
間
の
日
程
で
開

か
れ
、
天
草
市
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
や
、
歳
入

歳
出
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
10
億
５
、８
２
７
万
１
千
円
を
増
額
し
５
４
５

億
８
、２
２
４
万
８
千
円
と
す
る
平
成
21
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
・
第
３
号
・
第
４
号
）
な
ど
22
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
。

農
業
委
員
会
委
員
４
人
が
推
薦
さ
れ
た
ほ
か
（
お
し
ら
せ
版
４
ペ
ー
ジ
参
照
）、

廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
・
学
校
施
設
等
整
備
に
関
す
る
特
別
委
員
会
な
ど
が

設
け
ら
れ
、
同
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

第
４
回
市
議
会
定
例
会

平
成
21
年

議
員
提
出

可
決
さ
れ
た
議
案

承
認
さ
れ
た
議
案

報
告
さ
れ
た
事
項

同
意
さ
れ
た
議
案

継
続
審
査
と
な
っ
た
議
案

採
択
さ
れ
た
請
願

不
採
択
と
な
っ
た
請
願

■廃棄物処理施設建設に関する特別委員会
　ごみ、し尿処理施設などの建設について調査
研究するため、「廃棄物処理施設建設に関する特
別委員会」が設置されました。同特別委員会の委
員は次のとおりです（敬称略）。◎

委員長＝池田裕之　

○

副委員長＝勝木幸生▲

委　員＝蓮池良正、中村三千人、田中　茂、
　松江雅輝、脇島義純、平石水穂、大塚基生、
　本田武志、江浦政巳、濵﨑昭臣、藤﨑正博、
　池田次人

■学校施設等整備に関する特別委員会
　学校の統廃合や耐震化に係る学校施設の建設
について調査研究するため、「学校施設等整備に
関する特別委員会」が設置されました。同特別委
員会の委員は次のとおりです（敬称略）。◎

委員長＝楠本千秋　

○

副委員長＝宮下幸一郎▲

委　員＝浜崎義昭、古賀源一郎、若山敬介、
　船辺　修、鎗光秀孝、赤木武男、平山泰司、
　中村五木、宮下重康、𠮷川德澄、北野鋼一

□一般会計決算特別委員会◎

委員長＝蓮池良正　

○

副委員長＝中村五木▲

委　員＝宮下幸一郎、鎗光秀孝、田中　茂、
　池田裕之、宮下重康、大塚基生、池田次人

□特別会計決算特別委員会◎

委員長＝楠本千秋　

○

副委員長＝船辺　修▲

委　員＝古賀源一郎、勝木幸生、赤木武男、
　脇島義純、本田武志、濵﨑昭臣、北野鋼一

□企業会計決算特別委員会◎

委員長＝中村三千人　

○

副委員長＝浜崎義昭▲

委　員＝若山敬介、松江雅輝、平山泰司、
　平石水穂、𠮷川德澄、江浦政巳、藤﨑正博

各種特別委員会を設置！



2009 . 11 . 1市政だより 天草   No.86 1011

　公共交通の利用促進に取り組む市公共交通連携協議
会（会長：金子邦彦・市企画部長ほか委員12人）は、
本渡地区の市街地循環バス『のってみゅうかー』の実
証運行を10月１日から始めました。期間は平成22年２
月28日までの５カ月間で、右回り・左回りコースとも
に平日15便、休日10便ずつ運行し、その後は利用者の
意見を聞くなどして、より良い運行体制を目ざします。
　循環バスは、本渡バスセンターから市役所や天草警
察署などを巡る5.5kmのコースで、運賃は全区間100
円均一になっています。
　車両は、乗降口に段差のない33人乗りの「ノンステ
ップバス」で、赤色と青色の２台で運行。外観は、本
市出身の画家・鶴田一郎さんが、ハイヤ踊りの踊り手
をイメージした美人画があざやかに描かれています。
　愛称の『のってみゅうかー』は「連れ添って乗って
みようか」を意味しており、県内外66点の応募の中か
ら選ばれました。

▼

段
差
の
な
い

　
　
　
　

「
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
」

▼

「
天
草
四
郎
」が
描
か
れ
て
い
る　
　

　
　
　
　
　

循
環
バ
ス
の
停
留
所

～本渡地区の市街地循環バス実証運行始まる～

【問い合わせ先】
　市公共交通連携協議会事務局
　　（本庁・地域振興課内）☎㉓1111内線1341

◆運行期間＝平成22年３月31日までの土・日曜日、
祝日（年末年始は運休）。

◆運行コース（各コース１日１便）
　Ⓐ天草キリシタン物語コース（所要時間４時間）：
〔本渡バスセンター（8：30発）～下田温泉ふれ
あい館ぷらっと～大江天主堂・天草ロザリオ館
（有料）～﨑津天主堂～天草コレジヨ館（有料）
～同バスセンター・本渡港・天草空港〕。

　Ⓑ天草四郎と天草島原の乱コース（同２時間30
分）：〔同バスセンター（9：30発）・同空港～天
草キリシタン館～祇園橋・殉教公園（まち歩き）
～同バスセンター・同港〕。

　Ⓒ潮風とイルカと太陽の宝島コース（同５時間）：
〔同バスセンター（12：15発）・同港～昼食（有料）・

天草ぐるっと周遊バス運行中!!
　㈳天草宝島観光協会では、本渡バスセンター・本
渡港・天草空港などを発着し、市内の観光名所など
を巡る“天草ぐるっと周遊バス”の実証運行を次のと
おり開始しました。皆さんも利用してみませんか。

お土産～イルカウォッチング（有料）または通
詞島散策～上田家（高浜焼寿芳窯）～下田温泉
ふれあい館ぷらっと～同空港・同バスセンター・
同港〕。

◆乗車料＝各コース500円。ただし、ⒷコースからⒸ
コースへ引き続き乗車する場合は、新たな乗車料
は不要。

◆申込方法＝出発前日の午後５時までに、電話でⒶ
コースは㈲下天草観光バス☎322001、Ⓑ・Ⓒコー
スは本渡バスセンター☎㉒5234へ申し込んでく
ださい。

※詳細は、同協会へお尋ねください。なお、当日の
移動時間などについては、道路事情などにより変
更になる場合があります。

【問い合わせ先】㈳天草宝島観光協会☎㉒2243

ー 

有
明
町
・
赤
崎
地
区
三
世
代
交
流
十
五
夜
大
会 

ー

　

中
秋
の
名
月
に
あ
た
る
10
月
３

日
、
赤
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
４
回

三
世
代
交
流
十
五
夜
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
地
区
住
民
約
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
地
区
振

興
会
な
ど
が
、
少
子
化
で
地
区
の
子

ど
も
が
減
少
し
て
い
く
中
で
〝
伝
統

行
事
を
未
来
へ
末
永
く
継
承
し
て
い

き
た
い
〞
と
の
思
い
か
ら
、
各
集
落

単
位
な
ど
で
行
っ
て
い
た
十
五
夜
行

事
を
引
き
継
ぎ
、
４
年
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
区
の
農
家
な

ど
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
稲
わ
ら

で
、
直
径
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
30
メ
ー
ト
ル
の
綱
を
製
作
。
子
ど

も
た
ち
は
、
お
年
寄
り
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
な
が
ら
、
稲
わ
ら
を
力
い
っ

ぱ
い
練
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
完
成
し
た
綱
で
綱
引
き
合
戦
を

実
施
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

参
加
し
た
真
剣
勝
負
に
、
観
客
か
ら

は
「
そ
ら
引
け
ー
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
と

元
気
の
良
い
掛
け
声
や
歓
声
が
あ
が

り
、会
場
内
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
天
草
あ
り
あ
け
太
鼓

や
琉
球
國
祭
り
太
鼓
の
演
奏
、
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
や
相
撲
大
会
な
ど
も
行

わ
れ
、
最
後
は
全
員
で
唱
歌
「
月
」

を
合
唱
。
参
加
者
は
、
月
明
か
り
が

照
ら
す
秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

▲息を合わせて力いっぱい綱を引く参加者 ▲子どもたちも綱作りに挑戦

はっけよーい、　
のこった！

▲

▲じゃんけん大会
　のようす

▲稲わらで製作した今年の干支“牛”
（写真右端が河田会長、左手前が井手尾さん）

　赤崎小学校が閉校し、地区全体が心なしか寂し
く感じているときに、この十五夜大会を実施した
のは本当に良いタイミングでした。地区の人たち
の協力のおかげで、毎回大成功です。今後も、こ
のような取り組みを続けながら、皆さんとのきず
なの輪をもっと広げていきたいと思います。

◆地区の人たちに支えられて
　  　　　　赤崎地区振興会会長　河田憲明さん

◆干支の人形で花を添える
　  　　　　　　　　　　　　　井手尾定德さん
　稲わらで干支の人形を製作するのは、今回で４
作目です。１週間前から作業に入り「ああでもな
い、こうでもない」と仲間たちと試行錯誤しなが
ら完成させました。子どもたちが少なくなる中、
地区が少しでも盛り上がるように、今後もみんな
でがんばりたいと思っています。

のりあき

さだのりいでお

えと

これからも地区を
　盛り上げていきたい

ちょっとバスに

のってみゅうかー

ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド が 案 内 す る

伝
統
行
事
を
未
来
へ

　　

   　

継
承
し
て
い
く
た
め
に

天草市庁舎別館

苓明高校

ミスター
ドーナツナフコ

グリーントップ
本渡

延慶寺

明徳寺
本渡北小

殉教公園 天草警察署

天草第一病院

天草市役所

諏訪神社

リンドマール
TAIYO

ポルト
サンリブ
 本渡本

渡
中
央

銀
天
街

■運行経路図 右回り
左回り

バス停留所



農業に親しみ大切さを学ぶ
～耕作放棄地を活用した農業体験～

　９月11日、本町地区の農地で青年農業者と本町小学校
の児童による野菜の植え付け作業が行われました。これは、
耕作放棄地の解消や農業への理解を深めてもらうことなど
を目的に、市青年農業者クラブ（大塚陽介会長ほか22人）
が実施。この日は、同クラブが再生した411㎡の農地に同
校の児童14人を招き、ジャガイモやニンジンなどの植え
付けをいっしょに行いました。大塚会長は「農業のおもし
ろさや収穫の喜びを知ってもらえれば」と話していました。

草木も眠る真夜中の漁を体験
～夜の仕切網漁体験ツアー～

　９月19・20日、宮南半島ツーリズム推進協議会主催に
よる「夜の仕切網漁体験ツアー」が１泊２日で行われ、県
内外から親子連れなど30人が参加しました。仕切網漁体
験では、午前３時に仕切網が仕掛けられている宮地浦湾に
向けて出発。物静かな暗闇の海で、ライトなどの明かりを
頼りにしながら、逃げ回る魚を泥まみれになって捕まえて
いました。このほか、魚のすり身作りやカヌー体験などを
実施。参加者は、海での貴重な体験を満喫していました。

安全で安心して暮らせるまちを目ざして
～栖本地区防災訓練～

　９月27日、栖本地区一円で「栖本地区防災訓練」が行
われました。これは、同地区自主防災会と市消防団栖本方
面隊、市栖本支所が合同で行ったもので、今年で２回目。
　訓練は、台風接近に伴う暴風雨で、土砂災害や河川のは
んらんなどが発生したとの想定で実施。同支所に設置され
た災害対策本部と連携を取りながら、避難訓練や救命訓練
などを行いました。参加した地区住民約900人は、万一の
災害に備えて真剣に取り組んでいました。 ▲ジャガイモの植え付け方法を熱心に聞く児童

▲真夜中の漁に向かう参加者たち

▲救命訓練を熱心に行う参加者
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夕暮れのビーチで太鼓や映画を楽しむ
～サンセットメモリーズinえびすビーチ～

　９月21日、倉岳えびすビーチで「サンセットメモリー
ズinえびすビーチ」が開かれました。これは、地域づくり
団体・くらたけ応援塾が、同ビーチを活用してまちづくり
を行おうと昨年から実施。イベントでは、特設ステージで
勇壮なえびす太鼓などが披露されたほか、夜には同ビーチ
に設置されたスクリーンで、地球温暖化をテーマにした映
画を上映。訪れた200人の観客は「外で映画を見るのは雰
囲気が違っておもしろかった」と大喜びでした。 ▲軽快なばちさばきを見せる「えびす太鼓」の皆さん

９/21
倉 岳

創立20周年で鳥居を寄進
～かつご会・創立20周年記念イベント～

　牛深町の秋祭りで神輿を担いでいる「かつご会」（田中
開会長）が創立20周年を迎え、９月27日に牛深八幡宮で
記念イベントが行われました。イベントは、まず江戸中期
から伝わる“神輿かつぎ唄”でスタート。その後、同会メン
バーが再建、寄進した第１鳥居の除幕式が行われました。 
　また、沿道では“神輿がぶり”のほか、同宮境内において
は、神輿を激しく練り回す勇壮な担ぎなどが披露され、訪
れた見物客からは大きな歓声や拍手が送られていました。 ▲寄進した鳥居をくぐる「かつご会」の皆さん

９/27
牛 深

無事故を誓いパレード
～秋の全国交通安全運動推進大会～

　９月18日、一町田公民館で「秋の全国交通安全運動推
進大会」が行われました。これは、同21日から30日まで
の同運動にあわせて、市の牛深・河浦地区交通安全推進委
員会が毎年実施しているもの。大会には、同地区の交通指
導員など150人が参加。交通安全功労者表彰のほか、天草
相撲甚句会会長・阿部照喜さんによる交通安全にちなんだ
相撲甚句が披露されました。その後、参加者は同地区内で
パレードを実施し、交通事故防止などを呼びかけました。 ▲交通安全パレードに出発するようす

９/18
河 浦

須子のまちづくりに誘われて
～うちわEBI’sが須子地区を訪問～

　８月29日、熊本県立大学の学生で“天草Ｗｅｂの駅”の
活性化に取り組む『うちわEBI’s』のメンバー６人が、須
子地区を訪れ取材を行いました。これは、同地区振興会（川
口敏勝会長）の特色あるまちづくりを同駅上で知り、興味
を持ったことがきっかけ。学生たちは、川口会長らの案内
で地区の名所やグルメスポットなどを巡り、道行く住民に
インタビューを行うなど、豊かな自然環境のすばらしさや
人のやさしさに触れ、有意義な時間を過ごしていました。 ▲川口会長（右端）の説明を受ける学生の皆さん

８/29
有 明

９/11
本 渡

９/19・20
新 和

９/27
栖 本

す じ

え び ー ず

みこし

きゅうなん

じんく

ひらき

うた



交流を深め「笑顔」も大漁！！
～天草西ブロックふれあいいきいきサロン交流大会～
　10月３日、牛深・河浦・天草地区で活動している高齢
者サロンの交流大会が、天草勤労者体育館で開催され、地
区内36サロンの会員や中学生など、約360人が参加しま
した。市社会福祉協議会主催で、今年で３回目。大会では、
輪投げや魚釣りレースなどのレクリエーションのほか、ユ
ーモアたっぷりの寸劇や踊りなど、和気あいあいの中で実
施。今回初めて参加した人は、「こんなに楽しいとは思わ
なかった。次回もぜひ参加したい」と話していました。

国の伝統的工芸品の魅力にふれる
～天草西海岸陶芸まつり～

　10月９日から13日まで、「天草西海岸陶芸まつり」が
天草町と天草郡苓北町の窯元など11会場で開催されまし
た。今回で21回目を迎えたこのまつりには、期間中多く
の陶磁器ファンが来場し、国の伝統的工芸品の魅力を堪能
していました。また、一部の会場では、専用の皿にお気に
入りの絵を描き、オリジナルの皿を作ることができる“絵
付け体験”を実施。体験した人たちは、思いおもいの絵を
真剣なまなざしで描いていました。

田舎の原風景や暮らしを体感！
～五和版・暮らし体験モニターツアー～

　五和ツーリズムネットワークでは、五和地区の海や山を
巡りながら、暮らしや文化などを体験する１泊２日のモニ
ターツアーを９月29・30日、10月10・11日に開催しま
した。ツアーには、旅行業者や観光団体などの11人が参加。
釣った魚の漁協への水揚げ作業や太古の塩作りなどのほ
か、民泊や歴史散策、収穫したみかんを使ったジュース作
りなどを体験しました。今後は、モニターの意見を参考に
して、ツアーの本格開始に向けて準備を進める予定です。

秋晴れの空の日を楽しむ
～空の日フェスタ～

　９月19日、「空の日フェスタin天草空港2009」が同空
港で開催され、多くの家族連れなどでにぎわいました。
　これは、同20日の“空の日”にあわせて毎年実施してい
るもの。会場では、空港内を巡るバスツアーやヘリコプター
の展示のほか、パイロットなどの制服を試着することがで
きる“なりきりコーナー ”を設置。パイロットや客室乗務
員の制服に身を包んだ子どもたちは、服の感触を確かめた
り、誇らしげにポーズを決めたりして楽しんでいました。

海のお花畑で散歩をしませんか
～海中展望船・サブマリン号運行再開～

　９月19日、海中展望船“サブマリン号”の運行が、牛深
町で再開されました。これは、利用客の減少で昨年11月
から運休していた同船を、地域住民らで設立した会社「ブ
ルーマリンサービス」が業務を引き継いだことで実現。国
内初の国指定海中公園である“牛深海中公園”を遊覧するサ
ブマリン号は、船底の両面などにあるガラス窓から、透明
度の高い海や海中に生息する熱帯魚やサンゴ礁などを見る
ことができます。皆さん、ぜひご利用ください。

若返りの秘けつなどを学ぶ
～市健康づくり講演会～

　10月16日、「天草市健康づくり講演会」が天草市民セ
ンターで行われ、さわやか大学生など約450人が参加しま
した。これは、運動習慣を身に付け、健康的で楽しく充実
した毎日を過ごすために必要な運動を学ぶために実施した
ものです。『あなたの体は若返る！～筋力アップで健康ア
ップ～』と題して、筑波大学大学院准教授の久野譜也氏が
講演。久野氏は科学的根拠に基づき、「運動の効果は貯金
が効かないので続けることが必要」などと話されました。
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▲大物釣りにスタッフも熱いまなざし▲どう？似合っているでしょ？

▲運行を再開するサブマリン号 ▲真剣なまなざしで絵付けを行う参加者

10/９～13
天 草

10/３
天 草

▲慣れない手つきで干しダコ作りに挑む参加者

0/0
● ●

９/29・30、10/10・11
五 和

スポーツの祭典に町民集結！
～第33回町民体育祭～

　10月10日、御所浦小学校グラウンドで「第33回町民体
育祭」が開催されました。これは、御所浦まちづくり協議
会が、町民どうしの親睦を深めるため２年に１度行ってい
るもので、町内の５地区対抗で実施。巧ち競走やリレーの
ほか、参加者が相撲の力士にふんする仮装行列など28種
目で熱戦が繰り広げられ、観客からは盛んな声援と拍手が
送られていました。最後は参加者全員で御所浦音頭を踊り、
楽しい１日を過ごしました。 ▲コンテナ運びリレー。観客もハラハラドキドキ！

10/10
御所浦

▲「健康は個人の問題ではない」と語る久野氏

国体での活躍を報告
～天草高校天草西校・ウエイトリフティング部～

　新潟県で行われた第64回国民体育大会（トキめき新潟
国体）のウエイトリフティング競技に出場した、天草高校
天草西校・ウエイトリフティング部で、３年生の髙原康幸
さんら選手３人が10月15日、入賞報告に市役所を訪れま
した。髙原さんは、少年男子77ｋｇ級クリーン＆ジャー
ク種目で優勝し、選抜大会・全国高校総体に続き３冠を達
成。また、同種目の85ｋｇ級で田原成也さんが４位、56
ｋｇ級で山田裕矢さんが６位にそれぞれ入賞しました。

▲右から野田・同部顧問、安田市長、髙原さん、田
原さん、山田さん、平野校長

く の しんや



　本渡カトリック聖心幼稚園（渡邉満智子
園長・全園児57人）では『子どもたちは
生まれながらにして、自己教育力を持って
いる』という考えのもと、“環境を整える
こと・伸びようとする力を助けること・自
ら集中できること”に力を入れています。
　このような中で、子どもたちは、園が発
達段階に応じて開発・準備した教具を自分
の考えで手に取り、後片づけまできちんと
行っています。また、もちつきやクリスマ
スなどの伝統行事の実施や子ハイヤへの参
加、ケアホームへの訪問など、地域に根ざ
したさまざまな活動を体験することで、自
立心や考える力を養い、温かく、調和のと
れた人格の形成を目ざしています。

ま ち こ

　集中力と自立を目ざした
　　　　　　モンテッソーリ教育の縦割保育

本渡カトリック聖心幼稚園（大浜町）
みこころ

みんなで子ハイヤをがんばりました！

　

も
み
じ
保
育
園
（
松
浦
四
郎
園

長
・
全
園
児
53
人
）
で
は
、〝
昼

間
の
兄
弟
〞
を
合
言
葉
に
「
保
育

園
は
大
き
な
家
族
」
で
あ
る
と
い

う
方
針
の
も
と
『
自
分
で
考
え
自

分
で
行
動
す
る
子
・
野
山
を
元
気

い
っ
ぱ
い
に
駆
け
巡
る
た
く
ま
し

い
子
・
手
つ
な
ぎ
の
や
さ
し
い
子
』

な
ど
を
目
標
に
、
乗
馬
体
験
や
遠

し
ろ
う

出
の
散
歩
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た

お
米
や
季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
ク

ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
園
内
は
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
心
も
体

も
日
々
た
く
ま
し
く
成
長
を
続
け

る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
、
い
つ

も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

静
か
な
山
里
に
、
い
つ
ま
で
も

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
笑
い

声
が
響
き
渡
り
、
地
域
の
人
た
ち

の
生
き
る
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く

も
み
じ
保
育
園（
天
草
町
）

　手野小のソフトボール・サッカー部は35
人の部員で、その中に女子が７人入ってい
ます。私は、サッカーのキャプテンをして
います。キャプテンとしてするべきことは、
まだまだできていませんが、みんなが協力
して支え合っているのでとっても良いチー
ムです。今は、ターンやフェイントに力を
入れて練習をしています。苦手なプレーが
あっても、お互いのプレーを見せ合ったり
まねし合ったりして、がんばっています。
　今の目標は、大きな大会で予選を勝ち抜
き２日目に残って、決勝に進むことです。
　これからは、キャプテンとして良いプレ
ーができるようになって、チームをもっと
強くしていきたいです。

目標を達成する！

　

天
草
高
校
は
、
今
年
度
創
立
１

１
３
年
を
迎
え
、
約
３
万
人
の
卒

業
生
を
輩
出
し
て
い
る
伝
統
校
で

す
。「
正
大
・
剛
健
・
寛
厚
」
の

三
綱
領
は
、
天
高
生
の
目
ざ
す
べ

き
姿
と
し
て
、
今
も
在
校
生
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
本
校
は
昨

年
、
校
舎
の
耐
震
化
が
行
わ
れ
、

教
室
の
内
装
も
美
し
く
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
、
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
私

た
ち
は
日
々
授
業
や
課
外
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
の
部
活
動
へ
の
加
入
率
が
非
常

に
高
い
こ
と
が
特
色
の
ひ
と
つ
で

す
。
専
門
の
先
生
も
多
く
、
充
実

し
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
私
た
ち
の
自
律
心
と
健
全

な
精
神
を
養
う
た
め
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
自
律
し
た

人
間
像
を
目
ざ
し
な
が
ら
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
自
律
し
た
人
間
像
を

　
　
　
　
　
　
目
ざ
し
て

　四季折々の自然を満喫できる天草が大好き
で、地元を離れることなく働くことができた
らと、小さいころから思っていました。念願
がかなって高校卒業後、地元で介護の仕事を
しています。今は、介護福祉士の資格取得を
目標に勉強中です。休日は、ミニバレーやマ
ラソンをしてリフレッシュを図っています。

̶̶ 毎日の楽しみは？
　家の近くにある畑で、妻
といっしょに四季折々の野
菜を作ることです。たくさ

ん作って子どもたちに送ったり、近所の人におすそわ
けしたりしています。
̶̶ 健康の秘訣は？
　週２回のゲートボールの練習で体を動かすこと。ま
た、地域づくり団体の「ひま陣工房」で、仲間と炭焼き
などをしながら世間話をすることです。体力には自信
があり、若いころは“嵐山”のしこなで本渡の招魂祭の
相撲に出場し、15人抜きを達成したこともあります。
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小浦七瀬 さん（河浦町新合・23歳）

蓑田 一 さん
（新和町碇石・81歳）

体育祭での人文字体育祭での人文字

力を合わせて勝利をつかむぞ！

ななせ

いち

　手野小学校（五和町）
６年　宮下 史圭

あやか

　
天
草
高
校（
本
渡
町
）

　
　
　
　
２
年　

下
城 

圭
成

け
い
せ
い

いつも元気いっぱいの園児たち

じん

　

天
草
大
陶
磁
器
展
が
、
今
年
で

記
念
す
べ
き
10
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
第
１
回
は
平
成
12
年
、
熊
本

県
民
文
化
祭
を
天
草
で
開
催
し
、

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
一
つ
に「
陶
芸
」

を
掲
げ
、講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

天
草
大
陶
芸
展
を
実
施
し
た
の
が

は
じ
ま
り
で
す
。

　

天
草
が
、
全
国
の
陶
磁
器
原
料

の
８
割
を
占
め
る
優
良
な
「
天
草

陶
石
」
の
産
地
で
あ
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
で
も

伝
統
を
受
け
継
い
だ
窯
元
や
新
興

の
窯
元
な
ど
が
、
が
ん
ば
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
い
か

し
「
陶
磁
器
の
里
づ
く
り
」
を
進

め
よ
う
と
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

平
成
15
年
３
月
、「
天
草
陶
磁

振
興
協
議
会
」の
ご
努
力
に
よ
り
、

国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
も「
陶
磁
器
の
里
づ
く
り
」

を
大
き
く
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

　

大
変
な
不
景
気
の
中
、
世
界
に

秀
で
た
技
術
力
で
、
製
品
づ
く
り

を
続
け
る
中
小
企
業
の
よ
う
す

を
、テ
レ
ビ
で
よ
く
目
に
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
が
問
わ
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
出
展
者
も

増
え
、
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
人

出
で
に
ぎ
わ
う
大
陶
磁
器
展
。
天

草
の
宝
で
あ
る
天
草
陶
磁
器
が
、

さ
ら
に
光
り
輝
く
よ
う
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
と
進
む
、
第
10
回
の
大

陶
磁
器
展
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

天
草
市
長  

安
田
公
寛

10
回
目
を
迎
え
た

　
　
　
天
草
大
陶
磁
器
展



川
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

栖
本
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
松
尾
悟
会
長
）

さ
と
し

　

栖
本
町
の
中
心
部
を
流
れ
、
飲

用
水
や
農
業
用
水
の
源
と
な
っ
て

い
る
河
内
川
に
は
、〝
か
っ
ぱ
〞が

い
た
と
さ
れ
る
言
い
伝
え
が
残
っ

て
い
ま
す
。
栖
本
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
で
は
、
こ
の
か
っ
ぱ
伝
説
が

残
る
同
川
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
川
の
豊
か
な
恵
み

で
育
っ
た
米
の
Ｐ
Ｒ
を
し
よ
う
と

『
栖
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎
』
の
販

売
を
計
画
し
、
酒
造
会
社
へ
の
原

料
の
供
給
も
終
わ
り
ま
し
た
。
現

在
は
蒸
留
段
階
に
入
っ
て
い
て
、

来
年
４
月
の
発
売
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
豊

か
な
河
川
環
境
を
守
り
な
が
ら
、

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

う
と
「
栖
本
ホ
タ
ル
の
会
」
を
設

立
。
今
年
度
は
川
の
現
状
を
把
握

し
よ
う
と
、
栖
本
中
学
校
の
生
徒

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
定
期

的
に
清
掃
活
動
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、〝
一
人
ひ
と
り
が
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
〞を
目

ざ
し
、
こ
の
豊
か
な
自
然
を
い
か

し
な
が
ら
、
個
性
的
で
魅
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
地
区
住
民
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地 域 づ く り
コ ー ナ ー

▲河川の清掃活動を行うようす
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盛田 心咲 ちゃん

今月で

父・洋平さん
母・理恵さん

有明町須子

若松 凜太朗 くん

父・俊さん
母・由美さん

本渡町本渡

千葉 唯愛 ちゃん

父・勝幸さん
母・桐子さん

下浦町

大塚 博奈 ちゃん

父・知博さん
母・加奈子さん

本渡町本戸馬場

福冨 悠衣 ちゃん

父・俊さん
母・智恵子さん

志柿町

舩本 美咲 ちゃん

父・文和さん
母・玲子さん

新和町小宮地

田中 藍ちゃん

父・裕一さん
母・多恵子さん

久玉町

吉田 航 くん

父・忍さん
母・留美さん

有明町赤崎

坂口 結蘭 ちゃん

父・優作さん
母・富美さん

本渡町本渡

12月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝11月10日㊋まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は９人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

み さ き

りんたろう

い ち か み さ き ゆ ら

ゆ い わたる

ひ ろ な ら ん

遊ぶことと食べることが大好きです♪

好奇心おうせいな凜太朗！元気にす
くすく大きくなってね。

笑顔がステキ♡ぱぱとばぁばが大好
きです♡

いつもパワー全開！これからも皆さ
んよろしくお願いします。

元気いっぱい！笑顔がステキなゆい
です。すくすく育ってね☆

皆さんに、かわいがってもらって、
幸せです。また声をかけてね。

パパ似でとってもかわいいです♪
碧お兄ちゃんが大好きです！

海兄ちゃんと仲良く元気に育ってね♡
海・航大好きだよ♡

わが家のいやし系。これからも一歩
ずつゆっくりと大きくなってね！！

▲子守唄を披露する福連木小学校の皆さん
　 （写真は平成20年11月９日の福連木子守唄＆童謡まつり’08in天草）

　福連木の子守唄は、古くから福連木地区に
伝わる子守唄で、市無形民俗文化財に指定さ
れています。同地区は、江戸幕府の「官山」
があったことで知られています。その昔、村
人は山に自由に出入りしながら、日々の生活
の糧を得ていました。しかし、山では良質の
樫が取れていたことから、幕府の管理下にお
かれてしまいます。村人は山への立ち入りを
禁じられ、生活はしだいに困窮していきます。
このような中で、村の幼い娘たちは、家計の
負担を軽くするために子守奉公へ出されるよ
うになり、この唄が生まれたとされています。
　同唄は、子どもをあやすための歌というよ

りは、子守をする娘たちの哀しくも寂しい心
情を歌った「守り子唄」でもあり、現代に至
るまで地区の伝統民謡として歌い継がれてい
ます。なお、11月７・８日に福連木子守唄公
園で「全国子守唄サミット＆フェスタ’09in
天草」が開催されます。
　皆さん、ぜひお出かけください。

「福連木の子守唄」（天草町）
うた

かて

かんざん

　

倉
岳
町
宮
田
に
住
む
山
並
さ
ん

兄
弟
は
、
先
祖
か
ら
代
々
続
い
て

い
る
黒
毛
和
牛
の
飼
育
を
受
け
継

い
だ
。
と
も
に
農
業
大
学
を
卒
業

し
、
現
在
、
母
牛
70
頭
と
子
牛
40

頭
を
飼
育
し
て
い
る
。

　

も
の
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
牛
は

身
近
な
存
在
で
、
今
の
仕
事
に
就

く
こ
と
に
迷
い
は
な
か
っ
た
が
、

１
日
た
り
と
も
気
を
抜
け
な
い
、

動
物
を
育
て
る
こ
と
の
苦
労
も
感

じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
牛
舎
を
清
潔
に
保
っ
た

り
、
牛
に
予
防
接
種
を
す
る
な
ど

健
康
管
理
に
も
気
を
配
っ
て
い

る
。「
出
荷
の
と
き
に
、
て
い
ね

い
に
育
て
た
子
牛
が
高
値
で
引
き

取
ら
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し

い
」
と
苦
労
が
報
わ
れ
た
と
き
の

喜
び
を
語
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
３
年
で

エ
サ
の
原
料
と
な
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
大
豆
の
価
格
が
高
騰
し
、
多

額
の
生
産
コ
ス
ト
が
か
か
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
牛

肉
の
消
費
量
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
需
要
よ
り
も
供
給
が

上
回
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、「
世

の
中
が
不
景
気
で
経
営
も
楽
で
は

な
い
が
、今
が
我
慢
の
し
ど
こ
ろ
」

と
語
る
。

　

２
人
が
育
て
た
子
牛
は
、
肥
育

農
家
に
引
き
取
ら
れ
、
成
育
さ
れ

て
い
く
。「
健
康
な
牛
を
肥
育
農

家
に
引
き
渡
し
て
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
」
と
。

　
「
自
分
の
牛
を
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

育
て
、
そ
れ
か
ら
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
」

と
、
笑
顔
で
語
る
兄
弟
の
こ
れ
か

ら
の
目
標
は
、
母
牛
を
１
５
０
頭

ま
で
増
や
し
、
経
営
的
に
も
立
派

に
成
り
立
た
せ
て
い
く
こ
と
。「
牛

を
育
て
る
こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し

い
」
と
語
る
、
兄
弟
な
ら
で
は
の

息
の
合
っ
た
２
人
が
育
て
る〝
黒

毛
和
牛
〞に
期
待
し
た
い
。

「黒毛和牛の飼育にかける兄弟」

山 並 彰 一 郎 さん、幸 一 郎 さん・（倉岳町宮田・25歳、23歳）
しょういちろう こういちろう
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わ
た
し
た
ち
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
天
草
市
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

こ
こ
に
天
草
市
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一  

感
謝
の
心
を
も
ち
、
豊
か
な
「
し
ぜ
ん
」
を
守
り
ま
す

一  

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
「
ひ
と
」
を
育
て
ま
す

一  

恵
ま
れ
た
風
土
を
活
か
し
、「
も
の
づ
く
り
」
に
励
み
ま
す

一  

伝
統
と
文
化
を
学
び
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
「
ま
ち
」
を
創
り
ま
す

一  

世
代
の
調
和
を
大
切
に
、
健
や
か
な
「
和
」
を
広
げ
ま
す

市
民
憲
章【市の花】

はまぼう

【市の木】
あこうの木

【市の鳥】
かもめ

【市の魚】
鯛

市のシンボル

倉岳町
VoL.７

～倉岳名産「樫の実コンニャク」～

樫の実でんぷん

水

・・・・・・・・ ２８０ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,000ｃｃ

　倉岳町は、東は念珠岳、北西部に
は天草最高峰の倉岳と三方を山に囲
まれています。そこで、昔の人が樫
の実からでんぷんが取れることを知
り、いつのころからか「樫の実コン
ニャク」を作るようになりました。
今では、法事などの精進料理として
出されるところもあります。皆さん
も、ぜひ一度お試しください。

①樫の実を集めて、天日で４～５日ほど実
が割れるまで干して、皮をむき、水につ
けてあくを抜く。
②ミキサーで実をつぶし、粉にして布でこ
す。
③沈んだでんぷんをボールに入れて、再び
１週間くらい毎日水を変え、あく抜きを
して天日に干す。
④材料をなべに入れて焦げないように底か
ら混ぜながら、10分ほど炊く。

材　料　（約10人分） 作 　り　 方

提供：市食生活改善推進員協議会

平
成
21
年
３
月
27
日
制
定

※酢みそなどで食べる。
　先月、若いころよく行っていた
“リンゴ・●”という気分が良くな
る水を出す店に続けて行きまし
た。ママさんは、相変わらず元気
に歌ったり踊ったり。私は、下手
な歌を青筋立てて熱唱。ただ、当
時のように「カウンター上のダン
サー」にはなれませんでした。【凡】

　最近、日本のゴルフ中継を見て
いたとき、外国人選手のミスショ
ットで拍手をしたり、打つ瞬間に
カメラのシャッター音がしたり
と、観客のマナーの悪さには残念
でなりません。諸外国に比べて、
プロスポーツに対する観戦マナー
の意識が低いように感じます。【走】

　11月９日までは「読書週間」。
最近の私は、もっぱら子どもへの
絵本の読み聞かせで、ちょっとし
た読書気分を味わう程度です。た
だ、その短い物語に込められた教
訓にはいつも感心。あとは、子ど
もに何度も「ガオー！」と言わさ
れなければ文句無し…です。【素】

　山々が色あざやかに染まり、秋
も深まってきました。日ごとに寒
さが増す今日このごろ、鍋のおい
しい季節になりました。食卓での
家族そろって鍋をとり囲む姿は、
食事の原点のように思います。心
も身体もほっこり温まり、楽しい
時間を過ごしたいものです。【葉】
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